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林野庁「森林×ACT（アクト）チャレンジ2025」 
森林（もり）づくり部門において林野庁長官賞（優秀賞）受賞 

 
セガサミーホールディングス株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長グループCEO：里見治紀）は、林

野庁が主催する「森林×ACT（アクト）チャレンジ2025」（森林（もり）づくり部門）」において、林野庁長官賞（優秀賞）

を受賞し、11月4日に江東区の木材会館で行われた表彰式に出席しました。この度の受賞は、「セガサミーの森」

における17年にわたる継続的な森林保全活動や地域社会との交流、グループが運営するSNSなどでの積極的な

情報発信などを評価されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■「森林×ACTチャレンジ」とは 
 

「森林×ACTチャレンジ」は、林野庁において企業による優れた森林整備などの取り組みを顕彰することで、森林（もり）づくり

に関する取り組みの拡大を図るものです。2025年は、応募企業などから、農林水産大臣賞（グランプリ）と林野庁長官賞（優秀

賞）として計4件が表彰されています。 
 
■セガサミーグループの環境への取り組みについて 
 

セガサミーグループは、Group Mission／Purposeに掲げる「Captivate the World 感動体験を創造し続ける ～社会をもっと

元気に、カラフルに。～」のもと、持続可能な社会の実現に向けた環境保全活動を実施しています。その一環として、地域と連

携した森林保全活動を展開し、下記のような取り組みを行っています。 
 

「セガサミーの森 （旧：セガの森）」プロジェクト 
長野県が進める「森林（もり）の里親促進事業」に賛同し、2008年4月

より長野県南佐久郡南相木村と「森林（もり）の里親契約」を締結して

います。この契約に基づき、民有林約3,633ヘクタール（東京ドーム

約773個分）を「セガサミーの森」と名付け、CO2吸収源となる森林の

整備資金の提供などを継続的に実施してまいりました。 
 
また、夏と秋の年2回、従業員が家族連れで訪問して自然体験や植

栽作業を体験する機会を設けるなど、従業員の福利厚生と環境教育

の一環を兼ねた森林整備体験や、南相木村の村民の皆様との交流などを実施しています。 
 
このような活動を通じて17年間にわたり、森林伐採によって失われた生態系の回復を図るとともに、森林の健康を維持し、多

様な生物が生息できる環境づくりに寄与してまいりました。また、このような連携の様子をセガサミーグループが運営する

SNSアカウントなどでも積極的に発信しています。 
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従業員の福利厚生と掛け合わせた社内健康イベントの実施 
 
南相木村との取り組みは環境保護活動にとどまらず、地域への貢献を目的とした連携も積極的に行っています。地域に対して

関心を持ってもらうため、地域住民との交流イベントの実施や、セガサミーグループ本社で行う取り組みにも地域の方に参加

いただくなどの交流・連携を行っています。 
 
そのような取り組みの一つとして、従業員の健康増進や、運動に取り

組むきっかけづくり、運動習慣の定着を目的とした、ウォーキングイベ

ントをセガサミーホールディングス、セガ、セガフェイブのグループ3社

協同で開催しました。参加者の歩いた歩数に応じた寄付金を贈呈する

というグループ内イベントで、経営トップ自らも参加し、グループ従業員

を含めた延べ1,300名が参加しました。 
 
参加者の歩いた歩数（計約2億歩）に応じた寄付金は『長野県南佐久郡

南相木村』に贈呈し、森林保全活動に役立てていただきました。 
 
 

 
従業員イベントでの南相木村との取り組み 
 

またセガサミーグループ従業員が現地を訪問するだけにはとどまらず、

南相木村の皆様をセガサミーグループ主催のイベントに招待する取り

組みも定期的に行っています。 
 
「セガサミーグループデー」と称した従業員の家族や大切な人たちが

大崎本社ビルに集う従業員イベントにおいては、南相木村で栽培され

た野菜などの特産品の直売会を行っています。また南相木村PRイベ

ントでは間伐材を活用して製作されたキャンプ用具などのグッズ展示

などを行い、地域を知るきっかけの一つとしています。 
 
 

 
以 上 

寄付金贈呈式の模様 


